
ＶＳ

残念ながら全日本予選プレーオフへの
前半 - 出場がならなかった６０チームですが、
後半 - リーグ戦の成果を発揮し、各チームとも

素晴らしい試合を繰り広げました。

Aブロック決勝は、菊水とＦＣ　kitago　デスタッキスの試合となりました。
前半4分
試合開始早々、菊水5番の選手が右足を振りぬきミドルシュート
これがゴール左に決まり菊水が先制点。
前半は、両チームともに攻守ともに攻防を繰り返した中で
前半終了間際にＦＣ　kitagoが菊水の攻撃をしぶといディフェンスと
キーパーのファインセーブでしのぎ、前半を1－0で折り返す。
後半5分
菊水5番のコーナーキックから9番の選手がうまく合わせて2点目。
ＦＣ　kitago　は後半10分6番の選手がスピードをいかしたドリブルからの
シュートを打つも得点にはならず。
試合はそのまま終了。２－０で菊水が勝利した。

結果 2 0-

1 0

Aブロック決勝
菊水 ＦＣ　kitago デスタッキス

1 0
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ＶＳ
前半は、ディフェンスラインの裏のスペースにボールを入れて
攻撃を組み立てようとする手稲東。

前半 - それを堅い守備で跳ね返すイーストガンバ。
後半 - 13分イーストガンバが、縦パスを受けて決定的なチャンスをつくり

シュートを決めた。
その後、17分手稲東のロングパスが決まり同点。
前半は、両チームとも互角に試合を進めた。
後半は、早い寄せからボールを奪い攻撃を展開するイーストガンバ
22分34分36分とこぼれ球を押し込むなど追加点を決め試合を有利に進めた。
それに対し、手稲東も巧みな足技でゴールキーパーをかわしてシュートを
決め追い上げようとしたが4対2で試合が終了した。

3 1

結果 4 - 2
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Ｂブロック決勝
イーストガンバ 手稲東ＦＣ



ＶＳ
前半4分
前半開始直後、琴似中央は中盤からのロングパスに4番が素早く反応

前半 - 強烈なシュートを決め先制
後半 - 前半9分

延長前半 - 琴似中央、右サイドからうまく抜け出した4番がゴール右端に
延長後半 - 流し込み追加点で2－0.

ＰＫ - 前半は2－0で琴似中央のリードで折り返す。

後半5分
あとがないセレーサが攻撃を開始
すると後半開始直後、相手ファールでＰＫを獲得、これをセレーサ23番
の選手が冷静に決めて2－1
後半10分
セレーサの攻撃
ハーフライン付近で得たＦＫ、これを23番の選手が直接ゴール！
2－2の同点にする。
このまま終了。
延長戦、前後半でも勝敗はつかづ決着はＰＫ戦へ。
セレーサ × ○ ○ ○ ×
琴似中央 ○ × ○ ○ ○

0 0

0 2
2 0
0 0

Ｃブロック決勝
cereza 琴似中央

結果 2 - 2

3 4



ＶＳ
前半、5分、6分、9分、10分と立て続けに得点を決めた花川南。
早いドリブル、ゴールキーパーをかわす足技などを発揮し試合を

前半 - 優位に展開した。
後半 - それに対し、15分ゴール右端に流し込むシュートが決まり

試合の流れを取り戻そうとした。
後半は、両チームとも互角な展開を見せた。
試合が動いたのは、30分ＦＣ北野ステラポラーレのドリブル突破からの
シュートが決まり反撃のスイッチが入った。
その後、33分、36分と得点を重ね同点。
花川南も守備を固めて頑張っていたが、38分ＦＣ北野ステラポラーレの
シュートが決まり、この得点が決勝点となり試合が終了した。

1 4
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Ｄブロック決勝
花川南

結果 5 - 4

ＦＣ北野ステラポラーレ






